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平成30年６月橋本市議会定例会会議録（第４号）その５ 

平成30年６月20日（水） 

                                        

 順番16、19番 小西君。 

〔19番（小西政宏君）登壇〕 

○19番（小西政宏君）皆さん、こんにちは。 

 昼過ぎの眠たい時間で、そして、個人的に

はサッカーと最近はトイレの問題で眠たい小

西でございます。 

 きのうのサッカーでも、絶対勝てないと言

われたコロンビアに本当に奇跡の勝利をおさ

めたということで、今回も官民連携で、２回

連続ということで、また奇跡の勝利をつかめ

れるように頑張りたいと思いますので、答弁

をお願いします。 

 それでは、通告に従いまして、一般質問を

させていただきます。 

 官民連携のさらなる推進についてというこ

とで、２回目、続いてになります。 

 財政の観点や市民サービスの観点など、こ

れからの時代において官民連携ということが

非常に重要になってくると思っている中で、

今も多く取り組んでいただいていることもあ

るんですけども、さらにスピード感を持って

前へ進めていくことが重要であると考えてお

ります。 

 今後、さらに官民連携を進める必要性の認

識についてということで、１回目、質問させ

ていただきます。 

 ２項目め、城山台地区スーパー撤退後の対

応についてということで、本市城山台にあっ

たスーパーが今年の４月28日に閉店をしまし

た。城山台においては高齢化がかなり進んで、

ひとり暮らしの方々も多くおる中で、非常に

スーパーがなくなって困っておるのよという

声は聞いております。 

 そして、一方で、これはもう橋本市の市内

において一つの形だけであって、市内全域に

おいてもこの問題というのは、そしてまた、

この先、将来を見ていったときには、大きく

問題になってくるんだろうなというふうに私

は認識をしていまして、今回、質問したいと

思っています。 

 ですので、まず、本市の認識と対応につい

てということを、まずは質問させていただき

まして、こちらからの質問を終わらせていた

だきます。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君の質問項

目１、官民連携のさらなる推進に対する答弁

を求めます。 

 総合政策部長。 

〔総合政策部長（上田力也君）登壇〕 

○総合政策部長（上田力也君）官民連携のさ

らなる推進についてお答えします。 

 人口構造の変化や厳しい財政状況、社会保

障費の増加等、本市の行政運営は大きな転換

期を迎えている状況のもと、時代潮流の変化

に迅速かつ的確に対応し、戦略的に行政サー

ビスの維持・向上を図るため、今年３月に策

定した第２次橋本市長期総合計画において、

多様な連携の推進を基本方針の一つに掲げ、

大学や民間事業者との研究、人的交流を進め

るとともに、専門的知識を活用するなどの連

携を図ることとしています。 

 この計画に基づき、市役所外部からのアイ

デアや発想、また、専門的知識を政策に取り

入れるため、以前より外部人材を活用し、新

たな事業の展開に役立てています。 

 今年度においても、地域おこし協力隊や弁

護士などを登用し、従来の行政職員が持ち得

ない新たな発想や専門的な知識を業務に生か

しています。 

 今後とも、社会環境の変化や新たに発生す
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る市民サービスに柔軟に対応するため、必要

とする専門的知識や多様な価値観を有する外

部人材の登用や民間との連携を引き続き進め

るとともに、内部人材の育成に努めてまいり

ます。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君、再質問

ありますか。 

 19番 小西君。 

○19番（小西政宏君）そうしたら、質問をし

ていきたいと思います。 

 答弁を聞かせていただく中で、前回もそう

なんですけども、当局と僕の考え方において

のところなんですけど、まず認識なんですけ

ど、本当に財政状況これからもどんどん厳し

くなっていきます。一方で、社会保障費も含

めて出ていく分、サービスとしてしていかな

あかん分というのは絶対増加傾向にあると。

そういった観点においても、まずは認識が一

緒であるというふうにあります。 

 長期総合計画の中でもあるように、それら

をクリアしていくための一つの手段として、

一つの柱として、官民連携、公民連携とも言

われることを進めていく、それも必要である

と、そこの認識もまず一緒です。 

 外部人材云々どうこうとかとあると思うん

ですけども、そんな議論をしていく中で、３

月議会でもそうでしたし、今回の答弁でもい

ただいた中で１個気になるのは、前回、上田

部長が言っていたように、内部の職員を育成

して育てていくと、これはもう絶対必要なこ

とだと、僕も勉強すると、すごく気づきまし

た。 

 それは絶対していかなくちゃいけないこと

だなというふうに思う中で、今回ちょっとう

れしいこともあったのは、まだちょっと審議

していないのであれですけど、財政課で熊取

町との連携の議案が出てきているとか、また、

ちょっと発見したのでいくと、いきいき長寿

課でいうたら、シルバー施設情報マップとい

うことに関しても、民間の広告を載せて、お

金を全く使わなく、こういうのを配布してい

っていただくと、そんなアイデアもすごくや

っていただいているんだなと。なので、すご

くそういった意識は持った中で職員は取り組

まれているのかなという認識を私もすごくし

ておるところです。 

 そういった観点で今後さらに、ただ、時代

はどんどん進んでいく中で、上田部長が言う

ように、人づくり、職員の意識を上げていく

というところに関してをちょっとお聞きした

いんですけども、今後、社会の変化、そして、

サービスが多様化してくる中で、どのように

して、市長もおっしゃるように民間の発想で

と、そこに近づけていく教育をどういった形

で職員に浸透していくおつもりなのか、そこ

をまず一点お願いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）前回ご質問い

ただいている中での話もあるんですけども、

内部人材をどのように育成していくかという

ことなんですけども、今考えておりますのは、

私も実は前回の一般質問の後で、改めて官民

連携をしていくということの重要性はすごく

感じています。 

 今のところ、なかなかまだ、協働のまちづ

くりであるとか官民連携の仕方というんです

か、そういうことになれていない職員もいる

わけで、そういったところの意識を変えてい

くためにどうすればいいのかという、そうい

うことを考えた中で、一つは、まずはやはり

所管課である、この官民連携の所管は総合政

策部の政策企画室になるわけなんですけども、

この室自体がやっぱり、まずは意識を高めて

いく必要があると。その中で、地方創生の中

で実はいろんな人づくりメニューといいます

か、人材を育成していくメニューというのが
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あります。その中で、研修であるとか、いろ

いろ全国各地で活躍している、そういう方を

呼んで研修会を打ったり、あるいは、交流会

を行ったり、そういう機会を設けていって、

その中で市の担当者と例えば名刺交換でもし

ていただいて、そして、人間関係をつくって

いく。 

 そんな中で、例えば、いろいろ、すごくこ

れから連携して効果のあると認められるよう

なものについては、逆にその方に対して、例

えば委託業務を打つとか、そういうこともで

きないことはないので、そういう形で、単に

研修というのではなくて交流できるような、

そういう場を持っていきたい、つくっていけ

るかなと、そういうふうに今思っております。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君。 

○19番（小西政宏君）ありがとうございます。 

 そうですね。まずはやっぱりそういうふう

にメニューの中で研修とかを通じていただく

中で、お互いそうですけど、切磋琢磨してお

互い知恵を合わせながら、それをまた職員が

勉強していって、施策として落としていって

いただくということは非常に重要かなと思っ

たので、またそういう研修等を受けていって

いただけたらなと思います。 

 ここでちょっと、具体的にご紹介したいこ

ともあるんですけど、もうかいつまんで出し

てきたので、これを絶対、今、橋本市でして

くれよということではなくて、官民連携の事

例として、捉え方の話なんです。というのが、

前回でいくと、財政的に広告とったりしたら

どうやねんみたいなお金のところの話もして

いたと思います。今回お伝えしたいのは、市

内にある多くの問題を、いかにお金をかけず

して、連携をして前へ進めていくのかという

新たなモデルをつくっていくと、そういった

こともこれ官民連携の大きなメリットの部分

かなというふうに私は認識をしています。 

 何個かちょこちょこいきますけど、これで

いくと、ＭＢＴタウン構想と聞いたことある

かどうかわからんのですけど、これを知って

くれということではなくて、これ奈良県立医

科大学と自治体とが連携をしまして、ある地

区をモデル地区として、奈良県立医科大学の

持っている先進的な体の、心拍数であるとか

日常のデータをとれるような服を開発してい

まして、あと時計とも連携するんですけど、

それとＩｏＴ、情報データを集めるそんなの

とを組み合わせて、常日頃、高齢の方でいっ

たらどんな状態であるのかということを常に

データで把握をしていく。そのことによって、

もし今ちょっと水分とらなくちゃいけないよ

と、これ例え話ですけど、課題が出てきたと

きには、すぐ時計で知らせてくれるようなシ

ステムを、今、奈良県立医科大学がある自治

体と連携をしてやっていっています。 

 その時計でいくと、ＧＰＳもついているの

で見守りも一緒にしていけるとか、詳しく言

ったらもっといっぱいさまざまサービスある

んですけど、こんな取り組みもある自治体で

は大学と連携をしてやっていっています。 

 あともう一個においては、まだまだ来ます

けど、前にママスクエアという、女性の社会

進出であるとかテレワークの推進、働き方改

革、そして、待機児童の問題とかというのを、

１箇所で、しかも国の補助金を使って、自治

体はいっこもお金を使わずに、しかも空き家

を再生していくという、大きな問題を１個１

個、一つで解決をしていくというふうなのも、

このママスクエアというところはあるモデル

としてやっていました。これらもある自治体

と連携してやっています。 

 もう一個。教育長、嫌な顔せんとってくだ

さい。教育委員会でいくと、いや、特に質問

ないんですけど、今、いろんな犯罪とかがあ

る中で子どもたちを守っていかなくちゃいか
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んと。いろんな議論を、議会の中でも、カメ

ラつけなあかん、カメラつけなあかんという

のは、いろんな声聞くところです。 

 確かに、カメラあると効果はあるので、そ

れはそれでいいんですけど、一方、ある自治

体でいくと、大手の企業と、大手の企業だけ

ではできないノウハウなのでベンチャー企業

と組んで、それとまた自治体と組んで、各電

柱にブルートゥースの端末をつけていくんで

す。子どもたちがそれを受信できる機械を持

つわけですけど、今まではよく、学校の門を

通ったらメール来るとか帰るときにメール来

るというのはありましたけど、これを市内全

域の電柱にブルートゥースの機械を置いて、

それを子どもたちが通ったら常に保護者が見

れるというようなサービスも、まったく自治

体はお金をかけずに、子どもたちを守る環境

をつくっていっているというようなのもある

わけです。 

 もう一個だけ。もう一個よく聞くのでいく

と、空き家の問題とかもそうですよね。ただ、

だけど空き家の問題というのは行政だけで捉

えていくと、実際、現実、限界もあるのかな

と、僕自身、個人的には思っている中で、じ

ゃ、これも民間の力とか使っていこうよと。

今の市場を考えてみると、最近、民泊新法始

まりましたけど、民泊とかいうのも非常に有

効であるんじゃないかなと、１個の手段とし

てある。 

 でも、そのノウハウは行政は持っていない

のは当たり前なわけで、じゃ、どうするのと

いうことで、ある自治体とライフルという大

手企業とかが組んで、それをどんどんどんど

ん進めていっていただけるというふうな、そ

んな取り組みとかもあって、次の話とちょっ

と関連すると、移動販売、ローソンがしてい

るという。中山間地域をローソンがしている。

実は、ローソンは全国的に100台以上やってい

るんですよね。 

 そんなこともいろいろやっている中で、こ

れが、今、橋本市にとって必要かどうかとい

う観点はまた別として、こういった連携、考

え方、新たなモデルをつくっていく、そのよ

うな考え方って非常に僕、重要やと思うんで

す。なので、そんなことを橋本市でも今後必

要なのかどうなのかと、まず１点、そこをお

聞かせください。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）総合政策とい

う、これから５年、10年先を見ていくという、

そういうスタンスにおいては、今おっしゃっ

たようなＩｏｔであるとかＡＩであるとかを

はじめ、これから先の姿をいかに早くイメー

ジしていくのかという、そういうところとい

うのは非常に大事なことやというふうには思

っております。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君。 

○19番（小西政宏君）ありがとうございます。 

 そうしたらですけども、基本的にはどこの

自治体も、済みません、言い方あれですけど、

職員のレベルって、レベルという言い方あれ

ですけど、多分一緒ですよね、基本的には。

じゃ、それができているところとできていな

いところが今現状ある中で、今こんな、有効

であると、今、部長お答えをいただいたと思

うんですけど、こんな連携をどんどん積極的

にやっていこうとするならば、まず今、この

橋本市として何に取り組んでいくのか。そこ

をちょっとお聞きしたいというか、一緒に議

論したいなと思うんです。 

 というのが、これするのに、本当に意識変

えるだけでできるのかというところは、僕は

実は疑問を持っていまして、その辺の認識も

含めて、こんなんを時代の先どりをしていく

という観点において何が必要なのか、その辺、

部長どうお考えなのか。今、時代を、早くあ
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れしていくという答弁ありましたけど、その

ために必要なことって何だろうなということ

を、もしわかればお答えください。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）まずは、やは

り橋本市というこの自治体の特性というのを

十分つかんだ上で情報をとっていくというこ

とが一番大事ではないかというふうには思っ

ております。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君。 

○19番（小西政宏君）ありがとうございます。 

 それってもう長期総合計画もできているん

ですから、もう十分やっていただいているん

じゃないんですか。把握はしていただいてい

るし、特性と、今わざわざお聞きしませんけ

ど、それだけで本当にこれって、そこまで連

携って図れるのかなというところは、僕は疑

問に思うんです。そんだけ全国的に大手の企

業がおる中で、これをいかに連携を進めてい

くのか。 

 じゃ、ちょっと聞き方変えますけども、こ

んな自治体と組みたい民間の企業っていっぱ

いいてるわけなんですよ。こっちから来てく

れ来てくれと言うのではなくて、どんどんど

んどん連携していって、社会実験を行ってい

ってやっていきたいという民間いっぱいいて

ます。 

 じゃ、聞き方を変えるのは、民間企業がど

んな自治体と組みたいと思うのか、その辺、

何があれば企業から、橋本市組んでくれよと

思ってもらえるのか。そこはどういうふうに

認識をされていますか。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）民間から見た、

いわゆる組めるというか組みやすいというか、

組むことができる自治体とはどういう自治体

かということなんですけども、基本的に民間

というのは営利企業ですので、やはり利益を

追求できる、そういうポテンシャルのあるま

ちを一つは選ぶのかなというふうにも思って

おりますし、あるいは、企業が求める方向に

その自治体があるのかという、そういう面も

あるのかなというふうに思っております。 

 先ほど私、橋本市の特性という話をさせて

もらいましたけども、基本的には橋本市に合

った施策というのを導入していくということ

になると思うので、政策的な方向に向いた施

策あるいは情報であるのかという、そういう

ところは非常に大事になってくるのかなとい

うふうには思っております。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君。 

○19番（小西政宏君）ありがとうございます。 

 政策的に合うておるのは、それはもちろん

のことですけど、基本的にどこの地方都市で

も課題ってだいたい一緒やと思うんです。で

すよね。人口が減ってきて、空き家が増えて

きて、経済が回らなくて、社会保障費が増え

て、これは一緒やと思うので、それを言い出

すと、確実に連携できないのかなと。 

 なので、もう聞くというよりかは、でも、

やっぱり一番大事なのは、それを意欲的に情

報をとって、連携をして、なおかつそれをス

ピーディに進めていくということが、民間事

業者は僕は一番求めているのかなと考えてい

るんです。ですよね。 

 人口減ってきているのはどこでもいっしょ

ですよ。その中でどこ選ぶとなったときには、

そういった要素がやっぱり必要になってくる

んじゃないんですか。僕はそう思ったりはす

るんです。その点、もう一回お聞きします。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）その点につい

ては同じような方向であると、そういうふう

には認識しております。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君。 

○19番（小西政宏君）そうしたら、ちょっと
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堂々めぐりかもしれませんが、もう一回だけ

聞かせてください。そうしたら、それをする

ためには、今、橋本市はどういったことを取

り組んでいく必要があるのかというところを

もう一回明確にお答えください。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）非常に幅の広

いお尋ねということになると思うんですけど

も、やはり橋本市は人口減少、少子高齢化、

これはどこの地方都市でもそうなんですけど

も、基本的にはこれからのまちづくりにおい

て、住みなれた地域で子どもから高齢者まで

安全・安心な生活を送るような、そういうま

ちづくりをめざしています。 

 その中でいろんな施策があります。それは、

今、市長のマニフェストも、今回６本の柱が

あるんですけど、また、広報にも載せていた

だいたんですけど、それぞれの施策を実現し

ていくために、官民、やっぱり民間の力を生

かしていく。これは壇上でも言わせてもらい

ましたけども、やはりそのために官民連携し

て、有利な部分についてそれを実行していく

というのが基本的な考え方ということになり

ます。 

○議長（岡 弘悟君）一度ちょっと整理しま

す。小西君、僕の理解が間違えていたら、ま

たつけ足しでお願いします。 

 基本的に、同規模の市であれば抱えている

問題は同じであり、その中で先ほど小西議員

がおっしゃったのは、職員の水準も、皆さん

優秀な職員がそろっておられるという中で、

なぜ企業によっては取り組んでいるところが

あって、取り組んでいるところがないのか。

それはやはり行政が取り組む姿勢があって、

どれだけ行政がスピードを持ってそれに取り

組んでいるかということが企業にとっては魅

力になるので、そういったところに企業は魅

力を感じる。その中で、橋本市としてはそう

いうスピード感を持ってやるために、どうい

うことを考えているんですかというのが一番

の核になっている質問やと思うんです。 

 だから、その一番核になるところを具体的

にお答えくださいというのが小西君の求めて

いる答えやと思うんですけども。ちょっと今

の答弁では、ちょっとあまりにも抽象的過ぎ

て理解ができないかなとは思います。 

 総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）じゃ、人材育

成というところにちょっと視点を当ててお話

ししますけども、やっぱり……。 

（発言する者あり） 

○総合政策部長（上田力也君）どういうよう

な、企業から望まれる自治体としてめざすべ

き方向というようなご質問ですかね。 

 一例を挙げるとするならば、これは壇上で

も少し言わせてもらいましたけども、やはり、

今の平木市長になって、官民連携ということ

で、これは平成27年度からもブランド推進室

というところを置いて、そこに民間事業者も

入って、一緒に取り組みをしている。これは

一つの実績なんですけども、そういうような、

あるいはＤＭＯという、これは外部法人には

なるんですけど、そういうような形を少しで

も橋本市にお金が落ちるような、そういう施

策を官民連携して進めていこうというのが、

一つの政策のうちの柱になっているのかなと

いうふうには思います。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君。 

○19番（小西政宏君）ありがとうございます。 

 となると、もう聞きませんけども、また繰

り返しになるので聞きませんけど、さっきい

ろいろと事例をお話しした官民連携について

はあまり消極的な認識なのかなというところ

に、もうちょっとしたら行き着くことになる

と思うんですよ。これ、堂々めぐりになって

いるというのはそういうことやと思います。 



－183－ 

 なので、もうその辺の認識はあれとして、

その中で僕ちょっと提案したいこともあるん

ですけど、前回お話しさせていただいた中で

は、そんな組織、係だよとかプロジェクトチ

ームだよとか、形は問いませんけど、そんな

のに特化した係が欲しいなという話も１個あ

りました。 

 それからまたいろいろ考えていく中で、民

間とやっぱり、先ほど答弁もいただいたと思

うんですけど、密になってほんまに議論をし

ていける、課題のあるときだけ議論していく

ではなくて、ほんまにふだんからつき合いを

していく中で、言い方を変えるなら、ちょっ

と適切かわかりませんけど、飲みにケーショ

ンというんですか、そんな場でいろんな課題

を議論する中で、新たな創造、新たなサービ

スってできたりもすると僕は思っているんで

す。 

 そんな中で、今後、市として考えていって

いただきたいなと思うのは、顔はあかんと、

だいたいちょっと聞いておるんですけど、自

由に、ほんまに官民連携、いうたらもう人脈

をつくっていくというか、本当に全国をそれ

専門でというよりか、飛び回っていくような、

オールマイティな、こんな方って民間企業で

いったらいっぱいいてるんですけど、そんな

人を１個登用していく、そんなポストをつく

っていくというのもすごく重要なんじゃない

かなと思ったりもするんです。 

 というのが、ある自治体でもマーケティン

グ監とか、すごい全国に人脈を持った民間の

人を登用して大成功しているというようなと

ころもあるんですよね。そうやって入れるこ

とによって、確かに、人を間違えば諸刃の剣

といいますか、内部でちょっとうまいことい

かなくなることもあるかもしれないけども、

ただ、成功すれば、その民間のノウハウであ

るとかスピード感が中に注入されるわけです

から、それをもって職員もスキルアップを図

れる材料に絶対なってくるとは思うんです。

一緒になってやっていく。 

 これは職員の中でも課長と下の職員とも一

緒だし、部長と市長でも一緒だと思うんです

けど、いろんな方々が議論して、いろんな視

点で議論していく中でスキルアップってみん

なしていくと思うので、そんな観点において

は、そんな人材をまずは、人材というかそん

なポストも意識をしてつくっていくことも必

要なんじゃないのかなと１個思ったりはする

んですけども、その点はどういうふうにお考

えでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）それ自身は否

定はするものではないんですけども、私ども

としては、そういうマネジャーというのも大

事なんですけども、それよりもそれぞれの所

管でやっぱり実動で動いていただける、そう

いう人を登用していくという、そっちのほう

が効果があるのかなというふうには考えてい

るところでございます。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君。 

○19番（小西政宏君）考え方においては一緒

なのかなというふうに、今、そんな答弁やっ

たかなと思います。 

 というのも、前にご紹介したママスクエア

の役員とかにおいても、職員に絶対つかまえ

ておいてよとそんなお話もしたんですけど、

もういろんな海外ともいっぱい人脈あって、

いろんな商売されてはる方やったので、と言

うておったら、違う自治体の特別参与という

ふうに、もう今、ほかのところ務められて、

そんな人おったらすごく楽しかった、いい政

策議論できたのになというふうに思います。 

 部長とお話ししても何かちょっと堂々めぐ

りのところもあるので、１回、市長にもお聞

きしたいなと思うんですけど、総合計画にも
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あるように、官民連携の重要性も理解はして

いただいていると思うし、民間の発想、スピ

ード感を持ってやっていくというところにお

いても、市長とも考え方は全く一緒やと思い

ます。あとは手段のところでどうしていくの

かというところがあると思うんですけども、

そういう、外部人材というよりかは自由に動

ける職員、専門のスペシャルな営業マンみた

いな方を、またこの市役所で、今後、必要性

があるんじゃないかというところを、一度、

市長にも見解を聞いて終われたらと思ってい

ます。お願いします。 

○議長（岡 弘悟君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）小西議員の質問にお答

えをします。 

 確かに官民連携の重要性というのは必要だ

と思います。ただ、小西議員が言われている

部分で、いいところばかり話しているように

思います。現実、民間がそれを、民間という

のはあくまでも自分ところが、次、儲けるた

めに来ているところであって、そうしたら、

それが橋本市に当てはまるものが何があるの

かというふうなことも、これは十分考えてお

かなあかん。言うは簡単やけども、本当にこ

のやることが橋本市にとってプラスになるの

かということは十分していかなあかんと思い

ます。 

 確かに今、外部人材の活用という話も来て

います。その一つの方法として、明日議論し

ていただくような、明日また、人材活用とい

う部分は議論していただいたらいいんですけ

ど、そういうことも必要ですし、もっと自前

で人を育てることも大事なんです。 

 まだこれは私の考えだけなので、へらざお

の輸出であるとかＤＭＯを専任的に、もうそ

ればっかりやらす、私の特命で動く部署を今

つくろうと思っています。それで逆に民間と

連携をしていくという形が、やはりこういう、

橋本市みたいに、大きな産業がないとか特徴

のないまちで、いろいろ民間とも話するけど

も、なかなか橋本市へ来てくれるようなとこ

ろも少ない。そういう自治体の現状があるこ

とも事実なんです。全てをやるのではなくて、

今、橋本市で一番、じゃ、何をやっていかな

あかんのかというところをもっと、今、私は

経済の活性化にこれから力を入れていこうと

いうふうなのを主眼に置いていますから、そ

こに対して逆に、市の外から呼んで来んでも、

そこから民間と連携をする話を進めていけば

いいのかなというふうに思うんです。 

 だから、逆に、総花的に考えるのではなく

て、今、橋本市に必要な人材が何があって、

これから何をしていかなあかんというところ

にやっぱり焦点を絞らないと、全く何かとこ

うやったらええわええわと、それはええかも

わからんけど、何もかも中途半端に終わる可

能性もあるので、やっぱりここというところ

に焦点を絞って取り組んでいく官民連携とい

うのはもっともっと必要になってくると思い

ますし、職員でもそうなんですけど、チャレ

ンジさすことが大事なんです。 

 いろいろ、今、いきいき長寿課のやつも私

の指示じゃなくて担当課が自分で考えて費用

要らんようにしたり、玄関の入り口の広告も、

あれも管財課が考えてやってきている。そう

いうふうにやっぱり、そこの課がどうやって

コストを削減していくんやということを、今、

みんな考えてくれているんです。俺は90しか

予算つけたれへんぞというから、それを回す

ようにせな担当課としてはいかんし、まちづ

くり課でも街灯の照明を全部リースにして、

取り替えもその業者が全部やる。10年計画で

すけど。 

 そういうふうなことをしながら、やっぱり

自分たちが何かをやってみる環境づくりとい
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うことも大事なんです。だから、失敗しても

ええよと僕はずっと言うてるんで、そういう

ふうなことも考えながら、やっぱりそういう

ところをやっていく。 

 この間、市街地の職員に怒られたんですけ

ど、こうせなだめですと言われたこともある

んです。そのときに、そうやなと。わあ、こ

の頃こういうことをはっきり俺に言うてくる

職員も出てきている。 

 今までは怒るばっかりやったのが、逆に怒

られるということも出てきているので、やっ

ぱりだんだん職員自体もしっかりした考え方

を持って、今、取り組んできてくれているの

で、それがさらにその担当課の中で官民連携

につながればいいし、官官連携でもいいし、

今度の熊取町の連携にしても、１人の財政課

の職員がずっとそういう部分の経費削減に官

官連携でやってくれているし、近畿大学とか

和歌山大学とも連携しているので、今後そう

いうことは、小西議員言われるように、でき

るところからしっかりとやっていくというこ

とが大事なので、あんまりちょっと総花的に

考えると大変なので、人を、人材を育成する

のと、新しくチャレンジはしていくというと

ころを課で考える部分と私が政策的で考える

ところを、うまく整理しながら進めていけば

いいのかなと思います。 

 ちょっと長くなってごめんなさい。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君。 

○19番（小西政宏君）市長、ありがとうござ

います。 

 僕がちょっと言葉足らずやったのか、基本

的なところは一緒かなと思っていまして、こ

の議場で、この１時間と限られた中で、僕も

何でもかんでもやったらいいというふうには

全然思っていなくて、市長が今言うていただ

いたように、自前でも僕、いいと思うんです。

そんな特命係というか自由に動ける方がおっ

ていただける中で、まずは第一歩、それだけ

でも僕は挑戦やと思います。 

 なので、その中でやっていけることを徐々

にやっていくというのが基本的なところなの

で、それを何でもかんでもというふうには僕

は思っていないので、またそこはご理解をい

ただけたらなと思います。 

 市長もご答弁いただいたのであれですけど、

民間は確かに儲けることを考えていっていま

す。ですけども、これからの民間、逆に生き

残っていくのは課題といかに結びつけていく

かというところの視点もやっぱり多くあると

思っているので、社会保障の問題であるとか、

やっぱりそこのビジネスチャンスをいろいろ

と考えているというのも現実もあるので、そ

れをまたこれから柔軟になって、これから市

長が、その特命は商観光のほうになると思う

んですけど、そこからまたモデルをつくって、

成功していったら、また波及効果というんで

すか、違う部でもそういうふうに動いていけ

たらいいなとは思っていますので、基本的に

は一緒だと思うので、また今後とも一緒に汗

をかきながら、できることはしていけたらな

と思いますので、またよろしくお願いいたし

ます。 

 １項目めを終わります。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目２、城

山台地区スーパーの撤退後の対応に対する答

弁を求めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済推進部長（笠原英治君）城山台地区ス

ーパーの撤退後の対応についてお答えします。 

 城山台地区のスーパーが本年４月28日をも

って撤退することは、３月上旬頃、情報とし

て伝わっており、店舗を訪ねて、撤退の理由

と継続の可能性を確認しています。また、同

時期に、当時の城山台連合自治会長より、次
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期店舗の誘致と移動販売車を派遣できる事業

者についてご相談を受けています。 

 その際、スーパーの誘致及び移動販売車の

派遣については、あくまでも事業者が主体性

を持って判断するものであることから、地域

の需要で採算がとれる一定の売り上げを見込

めることが基準になると事業者が考えている

ことなどをお話ししました。 

 その後、担当課のほうで市内大手スーパー

に対して、城山台地区への進出と移動販売を

お願いしています。 

 相手先からは、マーケット圏域を考えると

新たなスーパー開設については困難であり、

移動販売についても新規のルート設定は現状

では難しいとの回答でした。しかし、電話、

ファックス、インターネットによる商品注文

には対応可能であり、また、あわせて地域へ

の情報発信に協力をいただけるとのことでし

た。 

 本市としては、今後、城山台地区を含めた

市内要所の買い物困難地域対策並びに地域活

性化施策として、和歌山県のスタートアップ

支援事業などを活用して、大手スーパーに限

らず、出店や移動販売に取り組んでいただけ

る事業者を発掘していきたいと考えています。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君、再質問

ありますか。 

 19番 小西君。 

○19番（小西政宏君）答弁ありがとうござい

ます。 

 再質問をしていきたいんですけども、城山

台のスーパーの撤退においては、今回だけで

はなくて今までも数々の事業者が撤退をする

たびに、地域で問題というか声が多く上がっ

てきたのは現実経過としてあります。今回も

撤退もしました。 

 ですけども、一概に、ここでなくなって、

声が出ているから誘致してくれよと、そんな

無責任なことだけを言うつもりはまず前提と

してはなくて、やっぱり城山台の方々も僕は

悪いと思います、正直。方々が誘致のときだ

け声上げて、でも一方で、スーパーが来たら

ちょっと高いから行かないわと。これ現実的

にあると思うんですよね。 

 そんなところも、まずこの議会を通して住

民の方にもお伝えはしていきたいなという思

いはまず一定ある中で、ちょっとお聞きした

いことがあるんですけども、１回、市役所に

自治会長来られた後、自治会長自ら何店舗か

のスーパーのほうへ行かれたみたいです。さ

っき答弁にあったスーパー以外のところ、自

らのネットワークの中で行っていただいたと

聞いているんです。何店舗も。 

 これはもうもちろん住民自ら行っていただ

くことには何の悪いこともないし、ある意味、

うれしいことというか頼もしいことやという

のは思っているんですけども、実際これを行

政はまずご存じやったのか。その点において

何かサポートできることがなかったのかなと

いうのと、もう一点だけ、城山台から買い物

ができないできないという声自体もちゃんと

届いていなかったのか、その三点、ちょっと

お聞きしたいと思います。お願いします。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）壇上でお答え

させてもらったとおり、３月上旬、正確には

３月８日であります。前自治会長が来られま

して、この件についてご相談を受けたわけな

んですが、その折に私のところが、前自治会

長が自らのネットワークを使っていろんな企

業、事業者を回られるということの部分につ

いては把握しておりませんでした。市内にあ

る大手スーパーに限って私どもお声かけさせ

ていただいたんですが、それ以外のところに

ついて、十分、自治会長とコミュニケーショ

ンがとれていなかったかもしれません。 
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 そういうことから、今後は区長らと情報を

共有して、非常に買い物でご苦労されておる

方たちに対してどういうことができるかとい

うことを、情報共有しながら進めていきたい

と思います。 

 地域からにつきましては、私ども、自治会

長と同じように、３月８日の時点までは正確

には知っておりませんでした。そういうご相

談も地元からはありませんでした。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君。 

○19番（小西政宏君）ありがとうございます。 

 自治会長だけ行っていたことに対して、何

で行政が一緒にサポートしてないんやと、そ

んなことは全然言いたいのではなくて、せっ

かく自治会長が動いていただいている中で、

そして、相談もあったと思うので、やっぱり

一緒に動いていけるほうがより誘致に向けて

もいいのかなという観点は思うので、ここで

お伝えしたいのは、僕は正直、結構ネットと

かも使ったりするので、いやいや、買い物な

んてタブレット使ってやったらいいやんと、

議長の一般質問で昔ありましたけども、僕、

結構、単純にそう思っていたんです。そんな

ん見て、買いに行かんでも、自分とこでこう

やったら、電話してやったらええやんと、結

構、住民にも回りながらそない言うてたんで

すけど、声聞くと、やっぱり物を見て買いた

いという方が、これほんまに非常に多くて、

僕、はじめ言うてたんですけど、絶対うそや

と思ってたんですけど、歩いてみるとほんま

に多くて、ほんまにそう思っていただけるん

やったら、答弁でもあったように、スーパー

誘致においては多分非常に可能性は難しいか

もしれないけども、住民が望まれている、自

治会長が一生懸命動いているというのである

ならば、一緒になって今後汗かいて、できる

ことはまずやっていただく中で、あかんだら

あかんだでそれ結果は仕方ないと思うんです。 

 なので、今までがコミュニケーションの中

でちょっと行き違いがあったんだとするなら

ば、今後また連携を図っていただく中で、で

きることというのをしていただけたらなとい

お願いを今回ちょっとお伝えさせていただき

たかったんです。 

 というのが、前回、三石台の松源のときに

は、市長をはじめ経済推進部長もかなりご尽

力をいただいて、すごくありがたかったとい

う思いが僕も、あれ多分、初当選させていた

だいてすぐぐらいだったので、ずっと心に残

っているので、またできるだけ一緒になって

汗をかいていっていただきたいと思いますの

で、城山台のことについてはそれで終わりた

いと思いますので、今後よろしくお願いいた

します。 

 今回、城山台のことについて、買い物のこ

とについて今いろいろ声を聞くわけですけど

も、今まで行政の中でいろいろな課題、先ほ

どからもそうです。財政的にもそう、空き家

の問題もそう、教育現場のことでもそうと、

いろいろいっぱい大きくある中で、この買い

物対策ということについては、僕の中でもち

ょっと今までウェートが低く、言い方はちょ

っとあれかもしれませんけども、そんなふう

に感じていることがありました。 

 けど、城山台だけを見ても、今何とか買い

物、仮にスーパーが来たら行けるとなったと

しても、この先10年見たら非常に大きな問題

になってくると思っているんです。一部の対

象の方々に対しては健康福祉部とかにおいて

そういうサービスをやっていただいていたり

とあると思うんですけども、これって城山台

だけではなくて、高齢化を迎えてくる橋本市

においては、どこに起こってもおかしくない

ような課題であると思うんです。 

 その辺を、今回、具体的にどうこうではな

くて、この議場で取り上げて議論をしていく
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中で、今後、認識を高めていく中で、一緒に

なっていろんなことを考えていかなあかんな

というふうな認識共有も今回しておくべきな

んじゃないかと、そういうふうに考えました。 

 という中で、経済推進部長の中で、今後こ

んな手段があるんじゃないかとか、もしそん

なんが、多分考えてくれているとは思うんで

す。今回、城山台の件でも全く放置したとは

思っていないので、もしそんなお知恵とかが

あったら、１回またお聞かせいただきたいな

と思うんです。答弁をお願いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）壇上でもお答

えさせていただいたのですが、以前から私も

この城山台地区に限らず、今後、橋本市の高

齢化に伴って、本当に買い物に苦労される地

域が増えてこようかと思っております。本当

に大きな大手スーパーができるのはいいんで

すが、やはりその影響を受けて比較的小規模

なところがシャッター閉まっていく、そうい

う現状も確かにあります。これは橋本駅前の

商店街であったり高野口駅前の商店街、こう

いったところにまでそういう影響はあろうか

と思っております。 

 そういう状況の中で、必ずしも現場で店舗

を設けなくても、例えば、先ほど壇上でお話

しさせてもらった和歌山県のスタートアップ

支援事業なんかは、せんだっての読売新聞に

記事が詳しく載っておったんですが、これは

役所が直接するのではなくして、創業５年以

内であったり新規事業を始めようとする県内

事業者と、それと融資などで支援する投資会

社、金融機関なんかもつながって、そのスポ

ンサーになっていく、そういう事業がありま

す。今、和歌山県内では約30の企業・団体が

投資会社として参加しておって、その中には

大手の島精機製作所であったり関西電力なん

かもかかわっております。 

 そういうところが資金を出して、実際、買

い物に困っている人を支えるために、新しく

立ち上がった事業者がそこへ車で行って、い

ろんな日用品、食料品を販売する。それが最

近、和歌山市の雑賀崎のほうで始まったのが

すごく好評で、エリアを拡大していっている

と、そういう記事でございました。 

 そういったことも含めて、こういうのを一

度、実際、今取り組まれている事業者にご相

談させていただいたりすることも現在考えて

おりますし、それ以外にもいろんな、店舗が

来るのが一番いいのですが、それ以外の支援

の仕方という部分について、これからいろい

ろ検討してまいりたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君。 

○19番（小西政宏君）ありがとうございます。

スタートアップ事業を使う中で、すごい好評

やというのは僕も新聞等で見させていただい

たりもあります。 

 城山台に限っては、実際、今回、結果は別

として汗を流すというお話をさせてもろうた

んですけど、実は個人的に、すごく今後ベタ

ーになってくるのはやっぱり移動販売という

かそういうのが、僕はやっぱり一番ベターな

のかなというふうに個人的には思っているん

です。 

 実際、奈良県のある市町村においてでも、

移動販売をし出した当初は、やっぱりなれな

いし売り上げも上がらないし、民間事業者も

手を出しにくかったというのもあったんです

けど、やっぱり民間事業者って賢くて、通っ

ていく中でどんなものを住民が求めているの

かというところを一生懸命研究される中で、

人口うちの３分の１ぐらいの山手のところで

も１日８万円ぐらい売り上げを上げるような、

今となっては、全然採算とれるよと、もう一

台増やしてもいいよと言っているぐらいの、

そんな地域とかも本当にすぐ近くのところで
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あったりもしているんです。 

 なので、スタートアップ支援事業を活用す

るのもしかりな中で、今後その移動販売とい

うところにおいて、一方的に民間にお願いす

るのも一つですけど、この先を見ていったら、

その辺に対して市単独でも今後いろいろ考え

ていかなあかんというところは認識は持って

おくべきなんじゃないのかなと思うんです。 

 だから、今すぐに補助を出すどうこうとい

うことはないと思うんですけど、今議会を通

して、真剣にその辺のメニューを今後考えて

いく必要があるんじゃないかというふうに思

うので、その辺もう一回、今後真剣に議論を

していっていただく中で、また来年いてるか

どうかわかりませんけど、質問で聞けるぐら

い、議論していっていただきたいと思うんで

す。その辺、部長、認識だけ、最後、聞かせ

てください。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）民間事業者だ

けに頼らず、行政としてどういったことが考

えられるかという部分につきましては、今回

いろいろ城山台地区のことについて勉強させ

ていただきましたら、城山台地区ではたすけ

愛城山台カフェというのを設けて、そこでい

ろんな地域コミュニティの取り組みをされて

おります。 

 その場所で野菜なんかも販売してはどうか

という、そういうお話もあるようです。これ

ひょっとすると、こういう買い物支援などの

そうしたキーステーションになる可能性は今

後あると思いますので、そういった部分につ

いて行政がかかわっていける可能性もありま

すし、必ずしも事業者に全てお任せするので

はなく、地域と連携しながらそういったとこ

ろの対策を講じていくのが行政だと思ってお

ります。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君。 

○19番（小西政宏君）ありがとうございます。 

 今言うていただいた、城山台においてはキ

ーステーションというんですか、皆さんカフ

ェに集まって、野菜を買うて、確かに今言う

ていただいているので、そういうふうに人が

集まるところを、また違った、福祉のほうと

いうか取り組みで今できてきておるので、固

まってくればまた民間事業者としても勝負し

やすいというふうにも出てくるかなと思うの

で、そんなところをきっちりとコーディネー

トを行政がしていくというようなところも、

まずやり方も一つやと思うので、その辺、一

度また真剣にご検討いただきたいと思います

ので、それを最後、要望させていただいて、

私の一般質問を終わりたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○議長（岡 弘悟君）19番 小西君の一般質

問は終わりました。 

 この際、午後２時30分まで休憩いたします。 

（午後２時13分 休憩） 

     

 

                                          

 

 


